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３．テーマ 

（１）新潟地域の後期新生代テクトニクスと地質構造発達史に関する考察 

（２）総合討論 

 



 

４．委員会の状況  

これまでの委員会における議論をふまえた新潟地域の褶曲形成に関する検討結果に

ついて説明があり、その内容についての議論がなされた。  

 

（１）新潟地域の後期新生代テクトニクスと地質構造発達史に関する考察  

前回討論した柏崎平野周辺地域の褶曲形成史に加えて、新潟平野北部から高田

平野に至る間の海域及び陸域について、既往文献に基づき、約３５０万年前以降

の各地の褶曲形成時期とその褶曲を形成したと考えられる断層についての検討を

行った結果、以下のことが分かった。  

ａ 褶曲帯には、時代とともに活動域が移動しつつ発達しているものと、活動

域が移動せず同じ場所で断続的あるいは継続的に発達しているものが認め

られる。  

ｂ 重力のブーゲー異常の不連続線に対応するような褶曲域を横断する方向

（北西－南西～西北西－東南東）の非活動的な構造線が、上述の発達過程

の異なる褶曲帯や断層の境界になっている可能性がある。  

 

（２）総合討論  

上記内容を含めた新潟地域における褶曲形成、地下構造、地質構造発達モデル

等に関する議論を行った。委員からの主な意見は以下の通り。  

① 中越地震、中越沖地震の震源断層は、断層関連褶曲の考えを踏まえると、

従来から指摘されているとおり、地下深部ではほぼ水平な断層（デタッ

チメント）に収斂しているものと考えるのが妥当である。  

② 褶曲の形成原因に関しては、昔は地下の地盤の上下動のみで説明してい

たが、最近の研究を参考に、デタッチメントを使った横方向の動きも含

めて考えられ、また、褶曲の形態等はデタッチメントの深度に関係があ

ると考えられる。  

③ 新潟地域の褶曲形成史には（１）ａで述べたような地域性、傾向性がみ

られる。したがって、柏崎地域の褶曲形成の活動域が時代とともに移動

するような傾向性がみられたとしても、それ自体は例外的な事象ではな

い。  

 

○当委員会では、柏崎地域の地形及び地質構造の形成過程に関して、これまでの議論の

内容をとりまとめていく予定。  

 

以 上  


